
安全帯は着用するだけではなく、
確実に使用しましょう
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必ず新規格の安全帯を
使用しましょう



足場の組立て等の作業に係る業務に従事する場合は、足場の組立て等特別教育を受講
して下さい。また、2ｍ以上の作業床の設置が困難な場所で、フルハーネス型安全帯を
使用する場合は、フルハーネス型安全帯使用作業特別教育を受けている必要があります。

通

柵

足場の組立て等の作業は、足場の組立て等作業主任者のもとで、
足場の組立て等特別教育を受けた者が行いましょう。

足場上での作業では、必ず親綱を先行して張り二丁掛けのフル
ハーネス型安全帯を使用しましょう。また、手すり先行工法を採用
しましょう。
※旧規格の安全帯は使用することができません。2019年2月1日
　に施行された新規格の基準を満たす安全帯を使いましょう。

高さが2m以上の作業床の端、開口部等で墜落により
労働者に危険を及ぼすおそれのある箇所には、囲い、
手すり、覆い等を設けなければならない。

前項の規定により囲い等を設けることが著しく困難な
とき又は作業の必要上臨時に囲い等取りはずすとき
は、防網を張り、労働者に安全帯を使用させる等墜落
による労働者の危険を防止するための措置を講じな
ければならない。
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ジャッキ型ベース金具（敷板に釘止め）

法令用語としては「墜落制止用器具」ですが、このリーフレットでは従来の呼称である「安全帯」を使用しています。

脚立および可搬式作業台使用時の安全作業

建災防「足場の組立て等作業従事者必携」より

作業開始前に、支柱、手掛かり棒、開き止め金具などの固定状態などを
点検する。（右図参照）異常のあるときは、職長等に報告し、交換及び
補修するまで使用しない。
滑りやすい場所や軟弱な地盤などでは使用しない。
天板（作業床）にはできるだけ工具・資機材などを乗せないようにする。
天板上の積載荷重は150㎏以下とする。
天板上での作業は1人を原則とする。
天板から身を乗り出したり、補助手すりや手掛かり棒に体重をかける行
為はしない。
出入口のドアの開閉、通行に影響を及ぼす箇所に設置した場合、作業
中の物の落下に対しては、誘導員や監視員を配置するか、周辺は立入
禁止にする。
天板上では、脚立、はしごなどを使用しない。
天板上に工具、資機材、人を乗せたまま、移動させたり高さ調整をしない。
昇降面に背を向けたり、物を手に持った状態で昇降しない。
踏桟の上では作業しない。
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